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は じ め に

認知症介護研究・研修仙台センター

センター長 長 嶋 紀 一

認知症介護研究・研修仙台センターでは、平成16年度研究事業として、「平成16年度老人

保健健康増進等事業補助金」により、前年度に引き続き、研究課題を「認知症高齢者及び介

護家族の生活の質の向上と維持に関する研究事業」として総括研究を含めて 9 課題を設定し

て、一部外部機関・施設の研究者の協力を得ながら調査・研究をすすめてきました。

本センターでは、平成16年度より研究事業のあり方・すすめ方について検討を重ねた結果、

「老人保健健康増進等事業補助金」による研究事業の成果が、認知症ケアの実践に役立ち、

同時に行政に反映できるものであるべきであるとの結論に到達し、改めて介護現場で適用・

応用できるよう配慮した課題の設定を試みてみました。

研究をすすめるにあたり、厚生労働省老健局計画課をはじめとして、多くの研究機関、老

人福祉施設及びそれらの関係者、研究協力者の方がたのご協力、ご支援に対して心より感謝

申しあげます。

本報告書が認知症高齢者およびその家族の方がた、さらに認知症高齢者の介護に関わる多

くの関係者の方がたに少しでも役に立てていただければ幸いです。

平成17年 3 月31日




